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1. 地質概要  

1.1 観測井周辺の地形と地質  

1.1.1 観測井の位置  

 海山観測井は、三重県北牟婁郡紀北町海山区小山浦の又口川右岸の段丘上に位置してい

る（図 1.1-1）。掘削位置の緯経度は、GPS 計測によれば以下の通りである。  

 

海山観測井の位置  

孔１：北緯 34°06’  44.3987”， 東経 136°10’  53.2725”  標高 29.427m 

孔 2：北緯 34°06’  44.7366”， 東経 136°10’  53.5959”  標高 29.416m 

孔 3：北緯 34°06’  44.9903”， 東経 136°10’  53.8390”  標高 29.809m 

 

 

図 1.1-1 海山観測井周辺の地形・地質  

(彩色地形図：地図センター、地質図：Kawakami et.al(2007)) 
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1.1.2 観測井周辺の地形概要  

海山観測井は、銚子川本川と右支川又口川の合流点近く、又口川右岸の段丘上に位置し

ている（図 1.1-1）。段丘上は盛土で嵩上げされており、建設会社資材置き場の一角である。  

 

両岸斜面は 45 度前後と急峻で段丘は発達せず、河道に巨礫と露岩が連続する渓谷（魚

飛峡）となっている。上流に電源開発クチスボダムがあって、平時の流量が少ないため細

粒土砂は流出してしまっている。段丘堆積物と盛土を合わせた厚みは 10m 程度である。  

 

1.1.3 観測井周辺の地質概要  

海山観測井周辺の地質は、熊野酸性岩類北岩体に属する花崗斑岩である。観測井位置は、

川上・星（2007）および Kawakami et. al.（2007)の環状岩脈上に位置している（図 1.1-1）。

仕様書では鉛直深度 600m まで花崗斑岩が続くと想定している。  

 

熊野酸性岩類の地質記載は、荒牧・羽田 (1965)および荒牧 (1965)によってなされ、下位

より神ノ木流紋岩類・凝灰岩・花崗斑岩に区分されている（図 1.1-2b）。  

 

（１）  花崗斑岩  

花崗斑岩について、荒牧・羽田 (1965)は、組成や鉱物組合せなどが一様で、均質な岩体

としている。斑状組織で、石英・カリ長石・斜長石・黒雲母などの斑晶と、主に石英・カ

リ長石からなる石基で構成されるとした。また、石基の岩石組織により、  

 

1)細粒岩相（岩体縁辺部：急冷相）、  

2)Microgranitic texture の岩相（岩体の主体岩相）、  

3)Micropegmatitic texture の岩相（岩体中心部）  

 

に区分した。また、捕獲岩塊は通常 20cm 以下で変成した岩塊が普遍的で、未変成の岩塊

は岩体縁辺部に多いとしている。以上は、岩体が一様な冷却史を経たことを念頭においた

区分である。  

 

これに対して、皆川・吉田 (2001)は、北岩体において斑晶量が岩体北部～西部の急冷相

で量比が多く、斜長石斑晶の最大径は岩体中央部～北西部で大きいこと、気孔を含む岩相

が岩体東部～南部に卓越するなどの岩相の不均質性を見出した。これらの不均質性は、冷

却史だけでなく岩体北西部～南東方向への低角なシート状の貫入により説明されるとした。 

 

また、川上・星（2007）および Kawakami et. al.（2007)は、岩体北縁部に環状岩脈を
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見出し、北岩体が高傾斜の環状岩脈とシート状貫入岩体からなる巨大な貫入岩体で、火砕

岩を伴う弧状の正断層群の存在とともに、“ピストンシリンダー型”のカルデラ形成を示す

ものと考えている。  

 

（２） 凝灰岩類  

凝灰岩について、荒牧・羽田 (1965)は、  

i 型）層理が明瞭で軽石レンズを含むもの：軽石凝灰岩、  

ii 型）層理が明瞭でなく軽石片が目立たないもの：塊状で破砕斑晶を多量に含む凝灰岩  

 

に大別し、 ii 型が凝灰岩の大半を占め、両者は漸移関係とした。石基は i 型・ ii 型ともに

ガラス質～潜晶質で、捕獲岩片には未変成の岩片（暗褐色シルト岩など）のほか変成した

岩片も含むとした。 Aramaki et al(1977)は、凝灰岩を結晶片に富む溶結凝灰岩

(Crystal-rich welded tuff)と記載し、Miura(1999)は噴出機構を重視した Ash-flow tuff と

呼んだ。  

 

（３） 熊野酸性岩類の形成  

熊野酸性岩類の形成年代は、Miura(1999)にまとめられており、14Ma 前後（1,400 万年

前、中期中新世）の約 50 万年間の短期間に集中している（図  1.1-2c）。  

 

熊野酸性岩類の噴出機構に着目した代表的な模式断面図を、図 1.1-3（荒牧、1965）お

よび図 1.1-4（Miura, 1999）、図 1.1-5（Kawakami et.al, 2007）に示す。両者ともにカル

デラ形成を念頭に置いたモデルである。荒牧 (1965)ではカルデラ形成時に基盤岩の巨岩塊

が落ち込むと同時に、マグマだまり上部の発泡で噴出した凝灰岩に巨岩塊が取り込まれ、

その後巨岩塊周囲の割れ目からのマグマ噴出による溶岩湖形成で巨大な花崗斑岩体が形成

されたと考えた。この場合花崗斑岩は地上噴出と考えている。これに対して Miura(1999)

や Kawakami et.al( 2007)では、カルデラ形成時のリング状断層から Ash-flow が噴出して

カルデラを埋め尽くし、その後ラコリス～シート状に花崗斑岩が貫入したと考えている。

この場合、花崗斑岩は貫入岩である。  

 

なお、北岩体のカルデラ陥没量について、熊野井内浦観測井のコア試料の凝灰岩出現層

準のデータを用いて短期間に 1,000m 以上に達したと見積もられている（下司ほか、2007）。 

 

 

 

 

 



4 -4-

 
図  1.1-2 熊野酸性岩に関する既存地質資料  
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図 1.1-3 荒牧 (1965)による熊野酸性岩類南岩体の模式断面図  

黒色：花崗斑岩、砂目：凝灰岩  

 

 

 

図 1.1-4 Miura(1999)による熊野酸性岩類南岩体の模式断面図  

菱形：ラコリス状の花崗斑岩体、砂目：凝灰岩  
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図 1.1-5 Kawakami et. al (2007)による熊野酸性岩類北岩体の模式断面図  

×形：シート・岩脈状の花崗斑岩貫入岩体、波目：凝灰岩  
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1.2 紀北観測井の地質・岩盤状況  

1.2.1 コア観察の方針  

歪計・地震計埋設と地下水位観測を目的とする本調査では、コア観察による岩盤劣化状

況と水みちの把握が最重要である。1.1 に示した地質概要を踏まえて、コア観察では岩相

および地質構造のコントラストを把握することを眼目に、以下を記載項目とした。  

 

・ 岩相区分（斑晶、石基の粒径や組織、風化状態に着目）  

・ 捕獲岩塊の種類、粒径、形状  

・ 気孔の有無  

・ 包有物（シンターなど）や鉱物脈（石英、方解石、セリサイト）の記載  

・ 風化や変質の記載（溶脱、珪化、粘土化、赤紫色変質）  

・ 割れ目の記載（とくに開口割れ目と断層）  

・ 断層岩の種類  

・ 岩盤性状の記載（岩盤等級、RQD、コア採取率）  

・ コアロス位置  

・ 逸水や湧水位置  

・ その他  

  

以下では、検層結果も参照した地質・岩盤状況を簡潔に記す。  

 

1.2.2 紀北孔 1 の地質・岩盤状況  

 紀北孔１では、表層の 20.0m までが盛土・段丘堆積物で、20.0～600.0m までが熊野酸

性岩類の花崗斑岩である。  

 

(1) 表層の盛土・段丘堆積物：0.0-20.0m（図  1.2-1(1)）  

表層部は 30.0m までエアハンマーによるノンコア掘削であったため、カッティングスに

より地質区分した。表層の 0.0-11.0m 間は玉石と土層の混合物からなる盛土、11.0-20.0m

は水分を多く含む砂礫からなる段丘堆積物である。20.0m 以深は褐色化した風化花崗斑岩

で、カッティングスの褐色化は均一なので礫でなく岩盤とし、20.0m を着岩とした。  

 

(2) 熊野酸性岩類の花崗斑岩：20.0-600.0m（図  1.2-1(1)～図  1.2-1(7)）  

花崗斑岩は 20.0-600.0m まで分布し、断層帯沿いに 160m までは褐色～淡褐化に風化し

た褐色変質帯と緑色変質帯が断続的に分布する。この区間は断層帯が多く、岩相が頻繁に

変化し、捕獲岩の分布も多い。160m-370m までは均質な中～粗粒花崗斑岩で、断層帯や

変質帯もごく少ない。ただし、250m 以深にはディスキングが発達する。370m-600m 間は

有色鉱物量比の多い花崗閃緑斑岩となり、断層帯・白色変質帯（珪化）も発達する。各区
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間の地質性状を以下に整理する。  

 

①  30.00-89.45m 間：粗粒花崗斑岩（図  1.2-1(1)および (3)）  

極硬質かつ逸水を伴う低角割れ目で特徴付けられる。60.80m 以深は有色鉱物量比（黒

雲母）が増大し、緑泥石・緑簾石を伴う緑色変質が顕著となる。変質中心部はガウジを

伴う 70°南落ちの断層帯（73.33-77.70）となる。鉱物脈には方解石・石英を伴うもの

もある。天水の浸入による水酸化鉄の沈積が 66.88-67.83m 間に顕著である。  

 

②  89.45-126.80m 間：細粒の花崗閃緑斑岩（図  1.2-1(1),(4),(6)）  

粗粒花崗岩～花崗斑岩の大礫～ブロック（最大 3m）を含む。100-104m 間に流理が見ら

れる。106-124m 間には緑色変質帯が顕著で、付随する高角断層は横ずれセンスが卓越

する。  

 

③  126.80-150.75m 間：中粒花崗斑岩と極細粒花崗岩（図  1.2-1(1),(3),(4),(7)）  

高角断層帯に伴って、上記岩相が互層状の産状を示す。断層帯周囲は緑色・白色変質が

著しく、さらに天水の浸入による褐色化のため岩相識別しにくい。白色変質部は石英脈

を伴い逆断層センス、緑色変質部は横ずれセンスの断層が卓越する。岩盤分類・RQD と

もに最低値を示すが、逸水はない。  

 

④  150.75-370.60m 間：均質な中粒花崗斑岩（図  1.2-1(1),(3),(7)）  

ゼノリスが多く、ディスキングが発達する花崗斑岩。とくに 250m 以深のディスキング

が顕著で、最大 50 本 /m（密着を含めると 100 本 /m 程度）に達する。287m～313m ま

での断層帯は横ずれセンス、332-340m の断層帯は逆断層センスである。変質箇所は少

ないが、270m 付近のディスキングには天水の浸入を示す褐色化が認められる。少量の

逸水は節理に伴って、160m,215m,291m,345-350m 付近に認められる。  

 

⑤  370.60-580.00m 間：中～粗粒の花崗閃緑斑岩（図  1.2-1(1),(4),(7)）  

変質およびディスキングが発達する花崗閃緑斑岩である。552.8-556.7m 間は火砕岩の可

能性がある。370-455m,530-575m 間は白色変質（粘土化あるいは珪化）が顕著で、断

層帯を伴っている。ディスキングは、390-420m, 455m, 495-525m, 560m, 573m に発達

する。80 度程度の高角断層は横ずれセンスが主体であるが、40 度前後の断層（408m, 

424m, 495-498m）は正断層と逆断層（518m）である。  

 

⑥  580.00-600.00m 間：中～粗粒の花崗閃緑斑岩  

上位と同様に変質およびディスキングが発達する花崗閃緑斑岩で、一部に花崗岩 (583.55 

-589.93m)が 40-50 度傾斜で貫入しており、チルドマージンを伴う。区間内は白色変質
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（粘土化あるいは珪化）が顕著で、貫入花崗岩の周囲には黄鉄鉱を伴う珪化脈が認めら

れる。593.5-600.0m 間は高角の断層帯で、最下部の 2m は粘土化・マサ化したガウジ～

断層角礫のためコアロスした。ディスキングは、580-592m 間に断続的に発達する。80

度程度の高角断層は横ずれセンスが主体である。花崗岩周囲の 40 度前後の断層は変質

が著しく、運動センスは不明である。  

 

(3) 岩相以外の地質性状  

以下に観察した地質性状を整理する。  

 

a) 花崗斑岩の風化変質状況（図  1.2-1(3),(4)）  

風化帯（褐色変質帯）は、160m までは断層帯や岩相境界に沿って分布し、褐鉄鉱

（ limonite）の沈積と長石の白濁で特徴付けられる。割れ目充填物が褐色化する幅狭い

場合がほとんどだが、135-160m 間のカタクレーサイトを伴う高角断層帯では幅広く断

層岩～基質の全体が褐色化する。割れ目周囲の微弱な褐色化ハローが認められる最深部

は、272m 付近でディスキング割れ目である。  

 

褐色変質帯と重なって、やや深い深度（190m 付近）まで断層帯沿いに緑色変質帯が

分布する（図  1.2-1(4)）。色調は灰緑色が普通で、有色鉱物・割れ目充填物の緑泥石化

で特徴付けられる。緑泥石のほか、緑簾石・炭酸塩鉱物（方解石・シデライト）・石英

が脈状に分布する。緑色変質帯は、370-380m や 462m 付近の断層帯にも認められる。

150m 付近の変質帯重複区間の観察から、緑色変質帯は後述の珪化を伴う白色変質帯に

よりオーバープリントされている。  

 

白色変質帯は最も広く分布し、全深度の断層帯に対応して分布する。白色～淡黄色で、

変質帯の中心部に石英脈と白色粘土（セリサイトと思われる）、縁辺部に石英＋方解石

細脈が分布し、長石の白濁・溶脱を伴っている（図  1.2-1(4)）。断層帯の下盤では、白

色変質帯に伴って黄鉄鉱の自形結晶が認められることがある（ 163m, 432m, 542m, 

552m）。ディスキング割れ目の卓越する 250m 以深に白色変質帯が卓越する傾向がある

が、これ以浅の緑色変質帯にもオーバープリントして分布する。  

 

また、赤紫色変質は岩相境界部の 371.25-376.65m 間にのみ確認され、赤紫色化した

変質鉱物が斑点状～割れ目充填状で認められる。これらは、岩相境界の断層を通じた気

成変質と思われる（図  1.2-1(4)）。  

 

変質帯の分布は、断層帯の分布とよく対応している。  
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b) 花崗斑岩中の捕獲岩片（図  1.2-1(6)）  

捕獲岩片には、閃緑岩・花崗岩・ひん岩・頁岩・砂岩・凝灰岩・流紋岩・ホルンフェ

ルスが認められる。ホルンフェルスや閃緑岩片では、周囲に反応縁が認められアメーバ

状を呈する場合がある。全般に変成されており、扁平な形状が多い。  

 

岩片種および径は深度変化があり、86-130m 間では花崗岩の径 10cm 以上（最大径は

3m 以上）の捕獲岩、130m 以深は閃緑岩・頁岩・砂岩が主体で 10cm 前後となり、多く

は径 2cm 以下と小さい。  

 

c) 花崗斑岩中の気泡  

 気泡は 130-340m 間に認められ、径数 mm 以下である。  

 

d) 花崗斑岩中の鉱物脈（図  1.2-1(5)）  

鉱物脈は変質鉱物脈が主体で、緑色変質帯では緑泥石と石英脈（最大 3cm 程度）、白

色変質帯では石英と方解石が共存して脈状に分布する。このほかアプライト (81.1m)や

ペグマタイト (46.0m, 110.4m, 339.6m)の細脈が分布する。  

 

e) 花崗斑岩中の割れ目（図  1.2-1(7)）  

割れ目分布は、以下のように４区間に区分できる。  

 

①  30-65m 間   ：シーティング節理主体の低角割れ目帯。割れ目密度が低い区間。  

 

②  65-180m 間  ：カタクレーサイトを伴う岩相境界の高角断層帯。割れ目密度が高い。  

100-130m までは横ずれセンス、130-155m 横ずれ主体だが逆断層・正断層センス

も認められる。この区間は緑色変質帯の中心でもある。  

 

③  180-250m 間：ごく割れ目の少ない区間  

 

④  250-600m 間：ディスキング割れ目とガウジを伴う断層帯の断続区間。  

ディスキングは、掘削時の応力開放でコアがディスク状（1～2cm 間隔程度でや

や湾曲した形状）に分離する現象である。今回のディスキング割れ目には、割れ

目面が滑らかで割れ目周囲の長石が白濁したものがあり、掘削以前に割れている

ものが含まれている。断層帯は小規模なガウジを伴い、横ずれセンスのものが多

い。455-494m 間にごく割れ目の少ない区間を含む。  

 

f) 花崗斑岩の岩盤等級と RQD 
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岩盤等級および RQD は、割れ目の頻度分布に逆相関して変化している。断層帯とデ

ィスキングが発達するために、250m 以深には CM 級以上の岩盤が少なかった。  

 

g) 花崗斑岩掘削時の逸泥状況  

泥水掘削時の主要な逸泥区間は、①42-90m 間（56.7m で全量逸泥 90L/min）, ②160m

（10L/min） , ③214m (60L/min), ④292m (22L/min), ⑤350m (25L/min), ⑥380m 

(20L/min), ⑦430m (20L/min)である。  

 

①はシーティング節理群に対応し、56.7m の全量逸泥に対応して孔内セメンチングを

実施した。③は 210-216m 間の 35°傾斜の平行節理群（1-2 本 /m）に対応し、213.7m

で LCM を実施した。  

 

泥水掘削時の湧水区間は着岩境界 20.0-21.8m である。泥水掘削の中断時には、ディ

スキング割れ目帯に対応した 232-295m 間、580m 停掘時に湧水が認められた。ストレ

ーナ区間（417-428m）は清水切り替え後に湧水し、掘進時は泥水と送水圧で湧水が抑

えられていた。また、580-600m 間の清水掘削では湧水区間が連続した。  

 

h) 花崗斑岩掘削時の孔壁の変状（図  1.2-1(7)）  

149.8m のカタクレーサイトを伴う変質中心部の断層帯で、孔壁崩壊が生じた。

538-545m の高角断層周囲の粘土化した白色変質帯で孔壁が自立せず、押し出しが生じ

た。また、591m 付近の断層帯でも同様な性状で、孔壁崩壊のため掘進不能となり、セ

メンチング後に掘進した。  

 

断層に伴う白色変質帯は 361-364m、419-424m、550-556m、570-600m 間に認めら

れ、拡掘時やケーシング設置時に押し出しや崩壊が生じて、障害となった。  

 

また、崩壊の一部はボアホールブレークアウトによるもので、キャリパー検層では XY

径が最大 50%程度広がって計測されている。  
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図 1.2-1(1) 紀北海山観測井の花崗斑岩の代表的岩相（孔 1）  
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図 1.2-1(2) 紀北海山観測井周辺の花崗斑岩の産状（孔１）  
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図  1.2-1(3) 紀北海山観測井の花崗斑岩の風化状況（孔 1）  
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図  1.2-1(4) 紀北海山観測井の花崗斑岩の変質状況（孔 1）  
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図  1.2-1(5) 紀北海山観測井の花崗斑岩中の鉱物脈（孔 1）  
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図  1.2-1(6) 紀北海山観測井の花崗斑岩中の捕獲岩片（孔 1）  
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図  1.2-1(7) 紀北海山観測井の花崗斑岩中の割れ目（孔 1）  
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(4) 紀北孔 1 の地質構造について  

花崗斑岩中の断層帯は 70°以上の高角であることが多く、BHTV で確認すると EW 系

で S 傾斜が卓越する。とくに花崗斑岩／花崗閃緑斑岩の岩相境界である 140m 付近の断層

帯（カタクレーサイト）および 370m 付近の断層帯（ガウジ）、それに押し出しの生じた

粘土化の著しい 538m 付近の断層帯（ガウジ）では、明らかに南落ちの高角断層が主体を

なしている。また高角断層の運動センスは、横ずれが卓越している。  

 

川上・星 (2007)および Kawakami et. al(2007)によれば、熊野酸性岩北岩体の弧状岩脈

は弧状部外側に 60 度以上傾斜した形状（本掘削地点では北落ち：図 1.1-1 および図 1.1-5

参照）としている。本掘削孔で出現した弧状岩脈内部の断層は南落ちが主体であり、岩脈

内部の断層帯は走向が岩脈伸張方向だが、少なくとも 600m 程度までの浅層部では逆傾斜

主体の可能性がある。また、岩体定置後の運動が横ずれ主体で、変質作用もこれに伴って

進展したと考えることが可能である。  

 

(5) 紀北孔１の検層結果について  

 孔１で 3 回に分けて実施された検層結果（0-600m）について、地質・岩盤状況を踏えた

コメントを以下に示す。地質状況と合わせた地質検層柱状図を図  1.2-2 に示す･ 

 

1) キャリパー検層  

割れ目位置と孔径拡大範囲を示す。29m の割れ目帯、250-600m 間のディスキング帯、

74m・135m・365m・526-541m の断層帯（粘土化区間）の孔径拡大が明瞭である。デ

ィスキング帯は、BTV で観察されるボアホールブレークアウトにほとんど一致している。 

 

2) 電気検層  

データは、岩盤＋地下水の見かけ比抵抗の変化を示す。低角割れ目帯（30-31m, 34-35m, 

220m, 255m, 290m：地下水）と、断層に伴う粘土化変質部（ 66-78m, 106-157m, 

370-440m, 535-600m：粘土化）で低比抵抗となっている。  

 

3) SP 検層  

地下水溶存成分の増加あるいは地下水流動による電位上昇を示す。地下水流動による上

昇（ 35m）と、断層に伴う粘土化変質部での電気化学的上昇（ 65-160m,360-410m, 

520-600m）がある。  

 

4) 電気伝導度検層  

地下水溶存成分の増減を示し、210m, 285-295m, 370-385m, 422m に明瞭な変化が認め
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られる。  

 

5) 温度検層  

地下水の流出入位置を示す。10m 付近の盛土と洪水段丘境界と、50m 付近の全量逸水箇

所で温度変化が顕著である。また、60-160m 間と 510-580m 間の断層帯区間では、振幅

の小さい温度変化が連続する。  
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図  1.2-2 紀北孔１の地質・検層柱状図 (0-600m) 
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1.2.3 紀北孔 2 の地質・岩盤状況  

紀北孔 2 では、180-204m 間のみコアリングが行われ、そのほかはノンコア掘削であっ

た。ノンコア区間は、採取したカッティングス・掘削記録と検層結果から地質状況を判断

した。  

 

孔１と同様の岩相区分を適用すると、22.5m までが盛土表土と段丘堆積物、風化花崗斑

岩が 22.5-44.5m 間で、44.5-204m までが新鮮な花崗斑岩と見られる。電気検層のプロフ

ァイルで孔 1 の地質と比較すると、160m 付近までは低角割れ目帯（50-52m）や断層帯

（64-79m 間・140-157m 間）に対応する低比抵抗帯がよく一致し、ほぼ同様の岩相分布と

確認できる。  

 

キャリパー検層結果とコアから、高角断層帯は 30-32m, 34-39m, 64-79m, 85-87m, 

100-103m, 118-120m, 132-136m, 140-157m, 174-182.1m, 191.4-195.8m間の 10区間に設

定できる。64-79m 間・140-157m 間は、とくに孔径拡大が大きい。なお、逸泥は検出され

なかった。  

 

孔 2 では、190-196m 間で孔壁の押し出しが生じ、キャリパー検層で孔径縮小が確認さ

れた。この区間のコアは、強い白色～淡黄色変質で強く粘土化した断層帯（ガウジ）であ

り、孔 1 の 526-541m 間と性状が酷似している。両者が連続していると考えると、断層帯

の傾斜は 87NE 程度となる。  

 

孔 2 の地質・検層柱状図を図  1.2-3 に示す。  

 

1.2.4 紀北孔 3 の地質・岩盤状況  

紀北孔 3 のコアリング区間は 15-41m 間で、すべて風化花崗斑岩である。全体が風化に

よる褐色変質帯にあり、褐鉄鉱の沈積が著しい。15-18.6m 間にシーティングと見られる

低角割れ目帯、その下位では 18.6-20.1m, 23.9-28.8m, 32.0-34.4m, 37.7-41m 間が高角断

層帯である。  

 

 孔 3 の地質・検層柱状図を、孔 2 とともに図  1.2-3 に示す。  
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図 1.2-3 紀北孔 2(204m)および孔 3(41m)の地質・検層柱状図 
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1.3 総合検討  

1.3.1 孔１（600ｍ孔）  

(1) 地質構造  

花崗斑岩中の断層帯は 70°以上の高角であることが多く、BHTV で確認すると EW 系で

S 傾斜が卓越する。とくに花崗斑岩／花崗閃緑斑岩の岩相境界である 140m 付近の断層帯

（カタクレーサイト）および 370m 付近の断層帯（ガウジ）、それに押し出しの生じた粘

土化の著しい 538m 付近の断層帯（ガウジ）では、明らかに南落ちの高角断層が主体をな

している。また高角断層の運動センスは、横ずれが卓越している。  

 

川上・星 (2007)および Kawakami et. al(2007)によれば、熊野酸性岩北岩体の弧状岩脈

は弧状部外側に 60 度以上傾斜した形状（本掘削地点では北落ち：図 1.1-1 および図 1.1-5

参照）としている。本掘削孔で出現した弧状岩脈内部の断層は南落ちが主体であり、岩脈

内部の断層帯は走向が岩脈伸張方向だが、少なくとも 600m 程度までの浅層部では逆傾斜

主体の可能性がある。また、岩体定置後の運動が横ずれ主体で、変質作用もこれに伴って

進展したと考えることが可能である。  

 

(2) 物理検層  

 孔１で 3 回に分けて実施された検層結果（0-600m）について、地質・岩盤状況を踏えた

コメントを以下に示す。地質状況と合わせた地質検層柱状図を図  1.3-1 に示す･ 

 

1) キャリパー検層  

割れ目位置と孔径拡大範囲を示す。29m の割れ目帯、250-600m 間のディスキング帯、

74m・135m・365m・526-541m の断層帯（粘土化区間）の孔径拡大が明瞭である。デ

ィスキング帯は、BTV で観察されるボアホールブレークアウトにほとんど一致している。 

 

2) 電気検層  

データは、岩盤＋地下水の見かけ比抵抗の変化を示す。低角割れ目帯（30-31m, 34-35m, 

220m, 255m, 290m：地下水）と、断層に伴う粘土化変質部（ 66-78m, 106-157m, 

370-440m, 535-600m：粘土化）で低比抵抗となっている。  

 

3) SP 検層  

地下水溶存成分の増加あるいは地下水流動による電位上昇を示す。地下水流動による上

昇（ 35m）と、断層に伴う粘土化変質部での電気化学的上昇（ 65-160m,360-410m, 

520-600m）がある。  
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4) 電気伝導度検層  

地下水溶存成分の増減を示し、210m, 285-295m, 370-385m, 422m に明瞭な変化が認め

られる。  

 

5) 温度検層  

地下水の流出入位置を示す。10m 付近の盛土と洪水段丘境界と、50m 付近の全量逸水箇

所で温度変化が顕著である。また、60-160m 間と 510-580m 間の断層帯区間では、振幅

の小さい温度変化が連続する。  
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図  1.3-1 紀北孔１の地質・検層柱状図 (0-600m) 
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1.3.2 孔２（200ｍ孔）  

紀北孔 2 では、180-204m 間のみコアリングが行われ、そのほかはノンコア掘削であっ

た。ノンコア区間は、採取したカッティングス・掘削記録と検層結果から地質状況を判断

した。  

 

孔１と同様の岩相区分を適用すると、22.5m までが盛土表土と段丘堆積物、風化花崗斑

岩が 22.5-44.5m 間で、44.5-204m までが新鮮な花崗斑岩と見られる。電気検層のプロフ

ァイルで孔 1 の地質と比較すると、160m 付近までは低角割れ目帯（50-52m）や断層帯

（64-79m 間・140-157m 間）に対応する低比抵抗帯がよく一致し、ほぼ同様の岩相分布と

確認できる。  

 

キャリパー検層結果とコアから、高角断層帯は 30-32m, 34-39m, 64-79m, 85-87m, 

100-103m, 118-120m, 132-136m, 140-157m, 174-182.1m, 191.4-195.8m間の 10区間に設

定できる。64-79m 間・140-157m 間は、とくに孔径拡大が大きい。なお、逸泥は検出され

なかった。  

 

孔 2 では、190-196m 間で孔壁の押し出しが生じ、キャリパー検層で孔径縮小が確認さ

れた。この区間のコアは、強い白色～淡黄色変質で強く粘土化した断層帯（ガウジ）であ

り、孔 1 の 526-541m 間と性状が酷似している。両者が連続していると考えると、断層帯

の傾斜は 87NE 程度となる。  

 

孔 2 の地質・検層柱状図を図  1.3-2 に示す。  

 

7.3 孔３（30ｍ孔）   

紀北孔 3 のコアリング区間は 15-41m 間で、すべて風化花崗斑岩である。全体が風化に

よる褐色変質帯にあり、褐鉄鉱の沈積が著しい。15-18.6m 間にシーティングと見られる

低角割れ目帯、その下位では 18.6-20.1m, 23.9-28.8m, 32.0-34.4m, 37.7-41m 間が高角断

層帯である。  

 

 孔 3 の地質・検層柱状図を、孔 2 とともに図  1.3-2 に示す。  
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図  1.3-2 紀北孔 2(204m)および孔 3(41m)の地質・検層柱状図  
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2. 地質柱状図  

2.1 孔 1 JACIC 柱状図  
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上位より連続する花崗閃緑斑岩が認
められる。

106.70～108.70m間で緑色化してお
り、6本の断層が認められる。特に1
06.70mはステップ状の右横ずれ成分
を伴っており、108m付近では断層角
礫として認められる。

109.00～109.40m間で白色化し、2本
の断層(不明瞭な条線あり)が認めら
れる。

110.00～110.55m間で白色化が認め
られるが、特に断層等は伴わない。
110.40m付近でペグマタイト･クウォ
ーツ脈が認められる。

灰
Ｂ

～

Ｃ

Ⅰ

～

Ⅱ

ａ α １

115～124m間で緑色粘土化また珪化
が認められる。
115.50～116.70mと118.50～119.55m
で断層帯(カタクラサイト)が認めら
れ、発達する亀裂には条線の発達も
認められる(一部クロライトを伴う)。

緑

灰

Ｄ～

Ｅ

Ⅳ～

Ⅴ

ｃ～

ｄ

δ

３～

４

上位より連続する花崗閃緑岩で、岩
片は非常に少なく、存在しても融食
している。噴出相を挟む。

124mまで上位（115m付近）より連続
する緑色粘土化や珪化が認められる。

121～124m間で、9本の断層岩（断層
角礫や断層ガウジ）が発達する。

124.72mで閃緑岩のゼノリス（φ2.0
cm）が認められる。
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126.80mから岩片が多くなり、中～
粗粒な花崗斑岩が認められる。

126.75～131.90mは断層帯で、割れ
目のみ緑色を帯びる。また数十本亀
裂があるうちの数本が断層で条線の
発達が認められる（一部にクロライ
トやエピドートを伴う）。
128.30mに砂岩起源のゼノリス(φ6.
0cm)が認められる。

花

崗

斑

岩

灰～

白

灰

Ｃ

～

Ｄ

Ⅲ

～

Ⅳ

ｂ α

２

～

３

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

53

64

20

29

40

100

27

30

38

44

22

9

17

13

26

35

36

17

17

21

51

39

7

6

11

[80]

[74]

[20]

[74]

[56]

[100]

[68]

[55]

[84]

[90]

[22]

[0]

[27]

[13]

[26]

[69]

[80]

[37]

[27]

[64]

[85]

[89]

[0]

[0]

[11]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

ＣH～

ＣM

ＣM～

ＣL

ＣH 

ＣH～

ＣM

ＣL～

Ｄ

ＣM～

ＣL

ＣL 

ＣM～

ＣL

ＣH～

ＣM

ＣL 

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

電　気　検　層

(
N

)

値

  

ロングノルマル( Ω- m ) 

  

0 10 20 30 40 50

   0 2400 4800 7200 9600 12000

原
位
置
試
験

(

 

 
 

)

室
内
試
験(

 
 

 
 )

掘  進  状  況

掘

進

月

日

11

12

11

13

11

14

掘
進
速
度

(

cm
／
時)

93

111

163

孔
径
(mm)

／
孔
壁
保
護

98

コ
ア
チ
ュー

ブ
／
ビ
ッ
ト

H

Q

イ

ン

プ

リ

給
 
圧

(

 
MPa

 

)

0.5

-

1.3

1.0

-

1.3

-

回
転
数

(

 
rpm

 

)

240

-

送
水
圧

(

 
MPa

 

)

0.2

-

0.3

0.5

-

送
水
量

(

l
／
分

)

泥

水

／

70.0

排
水
量

(

l
／
分

)

70.0

70.0

70.0



ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行

孔 口 標 高
31m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T S L - H D

エ ン ジ ン - ポ ン プ M G - 4 0総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№ 5 / 2 3

標

尺

(m)

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

標

高

(m)

-102.15

-105.40

-109.80

-111.40

-116.90

-119.00

-124.00

深

度

(m)

133.15

136.40

140.80

142.40

147.90

150.00

155.00

柱

状

図

Gp

Gp

Gp

Gp

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

126.75mから130.90mまで連続する断
層帯が認められ、数本の割れ目で条
線の発達が認められる。特に130.90
mの断層は逆断層センスをもつ。
上位より連続する中～粗粒な花崗斑
岩で、岩片は非常に少なく、存在し
ても融食している。破砕花崗斑(火
砕岩？)も認められる。132.10～14
7.90m間は広く断層帯となっている。

花

崗

斑

岩

灰～

褐

灰

色

Ｃ～

Ｄ

Ⅲ～

Ⅳ

ｂ α

２～

３

133.15～136.40m間は破砕花崗斑岩
（火砕岩？）が認められる。数本の
断層が認められ(一部、不明瞭だが
条線の発達あり)、カタクラサイト 
(幅20cm)も付随する箇所あり。
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色
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３

～

４

上位でも見られる中粒な花崗斑岩が
認められる。広く断層帯となってお
り白色に珪化し、12本の断層が認め
られる(断層にはクロライトを伴う
ことが多い)。花

崗

斑

岩

灰～

淡

褐

灰

色

Ｃ

Ⅲ
～

Ⅳ

ｂ α

２

～

３

140.80～142.40m間で再び破砕花崗
斑岩(火砕岩？)が認められる。数本
の断層が認められ(一部、不明瞭だ
が条線の発達あり)、カタクラサイ
ト(幅20cm)も付随する箇所あり。
広く変質が認められ、141.45mまで
は上位より連続する珪化及び緑色
化、141.45～142.35mは緑色化、14
2.35～144.20mは褐色化が認められ
る。
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色
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ｂ α
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上位で見られた中粒な花崗斑岩が認
められる。また上位より連続する断
層帯となっており、60本強の断層が
認められる。
広く変質が認められ、144.2mまでは
上位より連続する褐色化、141.45～
142.35mは緑色化、142.35～144.20m
は褐色化が認められる。
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色
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破砕花崗斑岩[火砕岩相と砂質凝灰
岩相(148.75～149.05m、149.30～.7
5m、149.90～150.05m)]との互層が
認められる。
広く変質し緑色化･褐色化が認めら
れる。また断層が十数本認めれ、ほ
ぼ同傾向を示す(その内数本は左横
ずれセンスをもつ)。
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上位でも見られる、中～粗粒な花崗
斑岩が認められる。広く変質してお
り150.00～151.70mは灰緑色変質
（カルサイト、クウォーツ等）、15
2.20～.40mは灰色変質、153.25～15
5.10mは再び灰緑色変質が認められ
る。また、153.08～.15mでは風化に
より褐色を帯びる。
150.00～05m、150.45～50m、150.66
～75mは細粒花崗斑岩(砂質凝灰岩
相)を挟む。
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上位より156.66mまでは、変質部に
おいて緑灰色化する。

灰～

淡
緑
灰

２～

３

中～粗粒の花崗斑岩で、変質箇所や
鉱物脈が多いが断層は少ない。ゼノ
リスは少なくなるが径がやや大きく
なる傾向あり。
157～160m間は、ディスキングが認
められる。

Ｃ

Ⅱ～

Ⅲ

163.5～.70m間で、白色化変質が認
められる。
また、白色化が認められる周辺の亀
裂において、カルサイト･セリサイ
ト･クロライト･パイライト等の鉱物
を伴う。

Ｂ～

Ｃ

Ⅰ～
Ⅱ

166.12～169.55m間で部分的に灰緑
色化変質(最大幅95cm)が認められ、
周囲の亀裂にはシデライト･クロラ
イトの鉱物を伴う。

171.15～174.30m間で部分的に白色
化変質(最大幅28cm)が認められ、周
囲の亀裂にはゼオライト･シデライ
ト･カルサイトの鉱物が伴う

Ｃ

Ⅱ

～

Ⅲ

175.00～176.10m間で灰緑色化変質
が認められる。
175.5で細粒な閃緑岩ゼノリスが認
められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）
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中～粗粒で堅硬な花崗斑岩で、上位
とは異なり断層は減少する。

182.00～.25m間で緑色化変質が認め
られる。182.09mと182.13mにゼオラ
イト脈が認められる。

184.90～185.40m間で緑色化変質が
認められ、185.15mと185.28mにゼオ
ライト脈を伴う。

186.25～.40m間で緑色化変質が認め
られ、186.28mと186.85mにゼオライ
ト･クウォーツ脈を伴う。

188.20～.40m間で緑色化変質が認め
られ、188.32mにゼオライト脈を伴
う。

Ｂ

１

～

２

上位から連続する中～粗粒な花崗斑
岩で、岩質はより新鮮で堅硬になる。

198.70mの亀裂はセリサイト･カルサ
イト脈を伴う。

Ａ

～

Ｂ

上位より連続するほぼ同様な中～粗
粒の花崗斑岩で、上位よりやや亀裂
が増加する。

203.80mの亀裂はセリサイト･カルサ
イト脈を伴う。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
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明 石 孝 行
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上位より連続する中～粗粒で堅硬な
花崗斑岩が認められる。
205.35mの亀裂は逆センスを持って
おり、205.40mの亀裂も逆センスを
持ちカルサイト脈を伴う。
205.95mで細粒な岩相のゼノリスが
認められる。
206.00～210.00m間の割れ目は、全
て掘削亀裂である。

Ａ～

Ｂ

Ⅰ～

Ⅱ

210～218m間の亀裂において平行割
れ目帯として認められる。また、21
0～215m間の亀裂全てにカルサイト
脈を伴う。

211.9mで閃緑岩のゼノリス(φ3.0c
m)が認められる。

Ｂ～

Ｃ

上位より連続する中～粗粒で堅硬な
花崗斑岩が認められる。

Ａ～

Ｂ

Ⅰ

217.35mで、より白色を帯びた岩相
のゼノリスが認められる。Ｂ

～

Ｃ

Ⅱ

～

Ⅲ

219.85mで細粒な岩相のゼノリス(φ
10.0cm)が認められる。

221.52mにおいて、頁岩ゼノリス 
(φ3.0cm)が認められる。
221.60～.70m間でディスキング(傾
斜5°)が認められる(5本は密着)。

223.65～.85mで細粒な岩相のゼノリ
ス(φ20cm)が認められる。

上位より連続する中～粗粒で堅硬な
花崗斑岩が認められる。

227.34mでディスキング(傾斜5°)が
認められる。

229.25mでディスキング(傾斜5°)が
認められる(他、周囲に2本)。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名
東南海・南海地震予測のための地下
水等観測施設整備工事（三重県紀北
町地区）
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調 査 業 者 名
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主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人
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上位より連続する中～粗粒で堅硬な
花崗斑岩が認められる。

233.05mにおいて岩相が細粒なゼノ
リス(φ8.0cm)が認められる。
233.18mにおいて鉱物脈(セリサイト
･カルサイト･クロライト)に沿って
ディスキングが認められる。
233.20mにおいて、ゼオライト・ク
ウォーツ脈(幅1.0cm)が認められる。
234.45mにおいて岩相が細粒なゼノ
リス(φ8.0cm)が認められる。
235.46mにおいて鉱物脈(カルサイ
ト)に沿ってディスキング(傾斜5°)
が認められる。

238.20～.35mでディスキング(傾斜5
°)が認められ、238.20mでカルサイ
ト脈(幅0.3m)が認められる。

239.35mにおいて岩相が細粒なゼノ
リス(φ10.0cm)が認められる。

上位より連続する中～粗粒で堅硬な
花崗斑岩が認められる。

Ａ～

Ｂ

244.58～245.10m間でディスキング
(傾斜5°)が28本認められる(3本は
分離)。

246.17～247.95m間は全て(4本の亀
裂)、ディスキング(傾斜5～10°)で
ある。

248.15～.50m間でディスキング（傾
斜5°)が11本認められる(3本は分
離)。
248.92m、249.08mでディスキング亀
裂(傾斜5°)として認められ、249.0
8m周辺に5本のディスキングが認め
られる。
249.82～252.40m間でディスキング
(傾斜5°)が166本(21本は分離)認め
られる。
上位より連続する中～粗粒で堅硬な
花崗斑岩が認められる。

252.93～255.54m間でディスキング1
98本(46本は分離)が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）
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主任技師 水 落 幸 広
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上位より連続する中～粗粒で新鮮で
堅硬な花崗斑岩が認められる。
上位(252.93m)から連続しており、2
55.00～.54m間でディスキングが37
本(3本は分離)が認められる。
256～257m間でディスキング様が認
められる(40°：8本，20°：5本)。

258.08m、259.18m、259.20mでディ
スキング(傾斜5°)が各々認められる

Ａ

Ⅰ～

Ⅱ

262～263m間の割れ目は、掘削亀裂
である。

264.3mで、頁岩ゼノリス(φ5.0cm)
が認められる。

265～266m付近でディスキングが5本
認められる。
265.2mで、細粒な岩相のゼノリス
(φ5.0cm)が認められる。

Ａ～
Ｂ

ａ α １

267.7～271.7m間でディスキングが2
24本(1～2㎝間隔)認められる(33本
は分離)。また、それらの周囲は白
濁化や褐色化の変質・風化が認めら
れる。

上位より連続する中粒で硬堅な花崗
斑岩が認められる。ゼノリスは少な
いが、径がやや大きくなる特徴をも
つ。

271.43mにおいて、頁岩のゼノリス
(φ10cm)が認められる。

274.33～.40mと274.70～275.30mで
ディスキング（傾斜50°)が計19本
認められ、高角割れ目が付随する。
また後者区間で白色化が認められる。

276.85～277.32mと277.56～278.00m
でディスキング(傾斜50°)が19本(1
1本は分離)認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）
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東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
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上位より連続する中粒で硬堅な花崗
斑岩が認められる。ゼノリスは少な
いが、径がやや大きくなる特徴をも
つ。
280～284mの亀裂は、掘削亀裂であ
る。Ｂ～

Ｃ

Ａ～

Ｂ

Ⅰ １

287.44～.58m間において白色変質が
認められる。また、周辺の亀裂（2
本：80～85°）には条線が発達し、
セリサイト・エピドート・クロライ
ト脈を伴う。
287.98～288.82m間でディスキング
(傾斜50°)が33本(10本は分離)認め
られる。

290.77～.87m間でディスキング(傾
斜50°)が6本(2本は分離)認められ
る。

292.00～293.96m間で白色化が認め
られる。その区間の亀裂（傾斜40
°,70°)6本は、左横ずれセンス(条
線40°)をもつ。

294.30～295.95m間は断層帯であ
り、断層ガウジや条線(20°,45°)
の発達が認められる。一部で左横ず
れセンスをもつ。

Ｃ

Ⅱ～

Ⅲ

２～

３

299.65mで、細粒な岩相のゼノリス
(φ4.0cm)が認められる。

304.80から下位(308.90mまで)は断
層帯で、304.80～305.00m間でやや
白濁がかる。
304.50mでディスキング(傾斜50°)
が15本(2本は分離)認められる。

Ａ～

Ｂ

Ⅰ １

304.80mの亀裂は断層で破砕(幅10c
m)されている（逆断層センス？）。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名
東南海・南海地震予測のための地下
水等観測施設整備工事（三重県紀北
町地区）
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東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 明 石 孝 行

コ ア
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孔 口 標 高
31m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T S L - H D

エンジン - ポ ン プ M G - 4 0総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№ 1 2 / 2 3

標

尺

(m)

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

標

高

(m)

-278.00

-281.00

-299.00

深

度

(m)

309.00

312.00

330.00

柱

状

図

Gp

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

上位より連続する中粒な花崗斑岩で
断層帯やディスキング(及び亀裂)が
広く認められる。
上位(304.8m)から308.9mまでは断層
帯で、304.8～307.5m間はやや白濁
がかる。307.5～308.9m間で白色化
が認められる。
305.50mで断層角礫(傾斜55°幅6cm 
条線40°)が認められる(正断層)。
305.60～.83m間でディスキング(傾
斜5°)が16本(3本は分離)認められ
る。
306.80mで断層角礫(傾斜40°幅8cm)
が認められる。

Ｃ Ⅲ

２～

３

310.61mにおいて、細粒な岩相のゼ
ノリス(φ4.0cm)が認められる。

Ａ～

Ｂ

Ⅰ

312.05～313.20m間は断層帯であ
り、312.85mは断層ガウジ(傾斜85°
幅5cm 条線5°)が認められ、右横ず
れセンスをもつ。また、クロライト
･グラファイトを伴う。
312.65～315.21m間でディスキング
(傾斜5～10°)が175本(67本は分離)
認められる。

315.50～316.95m間でディスキング
(傾斜5°)が141本(14本は分離)認め
られる。

318～319m間でディスキング(傾斜10
°)が4本認められる。

320～321m間でディスキング(傾斜20
°)が10本(6本は分離)認められる。

322～327m間でディスキング（傾斜1
0～20°60本）が比較的疎らに認め
られる(21本は分離)。

327.61～328.50m間でディスキング
(傾斜5～10°76本)が上位より密に
認められる(52本は分離)。
328.80m、328.87mで断層(条線20°)
が認めれ、前者は右横ずれセンスを
もつ。
329.67mで断層ガウジ(幅0.5cm)が認
められる。
329～330m間でディスキング(傾斜10
°)が10本(1本は分離)認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行
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上位より連続する中粒でやや堅硬な
花崗斑岩が認められる。
330～331m間でディスキング(傾斜10
°)が12本(3本は分離)認められる。

332.10mにおいて断層が認められ
る。条線(70°)が発達し、セリサイ
トを伴う。

334.03～.11m間においてゼノリスが
認められ、カルサイト･クロライト
の晶洞を伴う。

335.33～.40m間においてゼノリスが
認められ、晶洞を伴う。
334.4～339.5m間で断層帯が認めら
れる。
335.80mで断層ガウジ(幅15cm 条線4
5°)が認められ、逆断層センスをも
つ。
336.30mで断層角礫(幅10cm)が認め
られ、336.90mでは正断層のセンス
(条線60°)をもつ。
337.35mで断層角礫(破砕帯：幅5cm)
が認められる。

338.65mと339.61mでゼノリス(各φ5
cm，φ7cm)が認められ、後者はペグ
マタイト(晶洞)を伴う。

340.88～.93mで砂岩ゼノリス(φ10c
m)が認められる。

上位より連続する中粒で堅硬な花崗
斑岩が認められ、343～344m間で節
理(亀裂)が10本ほど見られるほか
は、3本/m前後で発達する。

Ｃ

347～352m間で比較的節理(亀裂)が
少なくなる。

350.53～.70mでゼノリスが認められ
る。

Ｂ

上位より連続する中粒でやや堅硬な
花崗斑岩が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  19年  6月  1 8日  ～  2 0年  6 月  30日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 明 石 孝 行

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者 明 石 孝 行
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355.00～370.60m間で、中粒で塊状
の花崗斑岩が認められる。

356.64～358.60m間で複合ジョイン
ト帯が認められる。

Ｃ

Ⅰ～

Ⅱ
１

上位より連続する中粒な花崗斑岩‐
花崗閃緑斑岩で、変質したカルサイ
ト脈が多数認められるようになり、
溶脱し脆い。
361.40m、361.60mの割れ目(傾斜60
°)は、条線(各々5°,3°)の発達が
認められ、その区間で粘土化と溶脱
も認められる。
362.5～367.0m間は断層帯となって
おり、362.60m(傾斜60°幅2cm)、36
3.90m(60°10cm)、364.10m(60°20c
m)、364.40m (70°20cm)には断層角
礫が認められる。
363.1～364.5m間で粘土化と溶脱が
認められる。
364.5～369.7m間でカルサイトの白
色化が認められる。

Ｃ～
Ｄ

Ⅱ～

Ⅲ

２～

３

花

崗

斑

岩

灰

Ｃ

Ⅰ～

Ⅱ

ａ α

１～

２

中粒な花崗閃緑斑岩で暗灰色を示す。
境界部の岩相。黒灰色の岩相では断
層が付随する。有色鉱物は焼かれ赤
色化や紫色化する。
370.58～371.25m間で断層角礫及び
断層ガウジ(70°条線60°,20°)が
認められ、クロライトと灰緑色粘土
を伴う。
371.25～371.65m間で紫色化、371.6
5～377.00m間で白色化が認められる。
変色するが上位より連続する中～細
粒の花崗閃緑斑岩である。
372.50～378.60m間は断層帯で、条
線が発達する断層や左横ずれセンス
をもつ断層が認められる。
373～375m間の割れ目全てに、クロ
ライトが充填している。

376.7～377.2m間でディスキングが
認められる。

377.8～378.0m間でディスキングが
認められる。
378.4～380.2m間で白色化が認めら
れる。
379.0～380.0m間でディスキングが
認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行
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上位より連続する暗灰色を帯びる
中～細粒な花崗閃緑斑岩が認めら
れる。
379.8～380.8mは断層帯となって
おり、白色化や緑色化が認められ
る。
380.2～.42mで暗緑色を帯びた断
層角礫(傾斜60°条線20°)が認め
られる。
381～383m間の割れ目全てにカル
サイトを伴い、はしご状を呈する
割れ目も数本認められる。
383.0～384.7m間で粘土化が認め
られ、断層ガウジも5本(傾斜50～
80°幅1～3cm )認められる。ま
た、カルサイトを充填する。

384.7～387.65m間で白色～黄色化
が認められる。

Ｃ～

Ｄ

Ⅱ～

Ⅲ

２～

３

387.67mでクウォーツ･エピドート
の脈が認められる。

388.44mで閃緑岩ゼノリス(幅25c
m)が認められる。
389.95～390.73m間でディスキン
グが認められる。

花

崗

閃

緑

斑

岩

暗

灰

Ｂ～

Ｃ

Ⅰ～
Ⅱ

ａ α

１～

２

暗灰色を帯び、中粒かつ極めて等
粒状を呈する花崗斑岩～花崗閃緑
斑岩が認められる。ゼノリスは少
なく大径で溶融縁を持つ。白色
(～淡黄色)の変質(脈状)が割れ目
沿いで頻繁に認められる。
広く白色化が認められる。
390.15mで断層ガウジ(傾斜80°幅
1cm)が認められる。
390.95～392.20m間でディスキン
グ(傾斜80°)が64本(16本は分離)
認められる。
392.50mで断層ガウジ(傾斜60°幅
0.5cm)が認められる。

396.30～396.80m間でディスキン
グ(傾斜10°)が18本認められる。

397.08mと397.85mで断層(傾斜60
°)が認められ、前者は横ずれセ
ンス(条線10°)をもつ。

398.67～404.30m間でディスキン
グが数十本認められる。

Ｃ

Ⅱ～

Ⅲ

２～

３

3 9 9 .7 0～40 2 .7 5 mは断層帯であ
り、6本の断層角礫(幅2～15cm)ま
た断層ガウジ(幅0.5cm)が認めら
れる。断層帯の中心部は灰色粘土
でマトリックスは黄白色粘土であ
る。

Ｃ～

Ｄ

Ⅲ～

Ⅳ

３

404.93mにおいて断層ガウジ(傾斜
60°幅1cm)が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 明 石 孝 行

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者 明 石 孝 行
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上位より連続する暗灰色を帯び、中
粒かつ極めて等粒状を呈する花崗斑
岩(～花崗閃緑斑岩)が認められる。
ゼノリスは少なく大径で溶融縁を持
つ。白色(～淡黄色)の変質(脈状)は
上位より割合が低くなる。
405.60mで断層角礫(傾斜45°幅2cm)
が認められる。

408.20～.30mで断層ガウジ(傾斜45
°幅1.5cm 条線80°)が認められ、
正断層センスをもつ。周辺に他5本
認められ粘土を伴う。

410mから下位は火山砕屑岩様に戻
り、岩片の混入が多彩で多くなる。

415.43～417.21mと417.63～417.85m
でディスキングが多く(傾斜80°
程，145本:密着含む)認められる。
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崗
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灰
Ｃ

Ⅱ～

Ⅲ

ａ α

１～

２

灰黒色を帯びた中粒の花崗閃緑斑岩
が認められ、ゼノリスは上位に比べ
少なくないが、割れ目と粘土化が多
い。またディスキングは少なくなる。
419.9～420.2mで粘土化が認められ
る。
421.1～.35mで白色化が認められる。

422.6～423.85mで粘土化また灰色化
が認められる。

Ｃ～

Ｄ

Ⅱ～

Ⅲ

424mから下位は粗粒な花崗閃緑斑岩
で、斑晶(～1cm)の大きいものが増
加する。ゼノリスは1cm前後のもの
が少量に含み、脈や白色変質脈の量
比は極めて少なくなる。ディスキン
グはほとんど認められない。
424.75～425.05mで白色化が認めら
れる。
426.7～427.9mで断層ガウジが4本
(傾斜70～80°幅0.5～1.0cm)認めら
れる。一部カルサイトと粘土を充填
する。

429.75～430.22mで白色化が認めら
れる。
429.9mで断層ガウジ(傾斜70°幅0.5
cm)が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・ 工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行

孔 口 標 高
31m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 
上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T S L - H D

エ ン ジ ン - ポ ン プ M G - 4 0総 掘 進 長 600m
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430～439mまでの割れ目や脈におい
て、カルサイトが比較的よく認めら
れるようになる。またクウォーツや
クロライト、稀にパイライトを伴う。

433.55～434.15mで白色化が認めら
れる。

438.00～438.25mで白色化が認めら
れ、438.40～440.7m間で白色化が疎
らに認められる。

440.60～.80mでクウォーツ脈(中央
はカルサイト)が認められる。

Ｃ

443.70～.80mでクウォーツ脈(中央
はカルサイト)が認められ、白色化
を伴う。

Ａ～

Ｂ

4 47 .40 mに脈状の白色化が認めら
れ、これより下位へ比較的白色化が
顕著になる(～455mまで)。

灰黒色を帯びる中～粗粒の花崗閃緑
斑岩となる。白色変質が上位より連
続し455mまでが多い(455mより下位
では減少)。また白色変質の周囲に
緑色変質のハロが付随する。

451.45～452.50m間でディスキング
が認められ、ほぼ同範囲で白色化も
認められる。
451.85～454.10m間でディスキング
が認められる。

453.80～454.70mにおいて白色化が
認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 明 石 孝 行

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者 明 石 孝 行
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灰黒色を帯びる中～粗粒の花崗閃
緑斑岩となる。白色変質が上位よ
り減少する。また白色変質の周囲
に緑色変質ハロが付随する。ゼノ
リスは上位と同程度。

Ａ～

Ｂ

Ⅰ～

Ⅱ
１

461.40mと461.47mで断層(傾斜40
°程　条線10°)が認められ、左
横ずれのセンスをもつ。また、カ
ルサイトとクロライトを伴い、変
質ハロも認められる。
462.55mと462.83mで断層(傾斜40
°程　条線10°)が認められ、左
横ずれのセンスをもつ。またクロ
ライトを伴い、変質ハロも認めら
れる

Ｂ～

Ｃ

Ⅱ～

Ⅲ

１～

２

上位より連続する灰黒色を帯びた
中～粗粒の花崗閃緑斑岩が認めら
れる。ゼノリスは上位と同程度。

Ａ～

Ｂ
Ⅰ １

473.25～474.05m間で、中粒の花
崗閃緑岩斑岩として認められる。
473.40～474.10mで白色化が認め
られ、その変質部で斑晶が小さく
等粒状となる。

478.20mより下位は中粒の花崗閃
緑斑岩として認められる。
478.70～.90mと479.60～.85mで白
色化が認められる。またその変質
部で斑晶が小さく等粒状となる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
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上位より連続する灰黒色を帯びる
中～粗粒の花崗閃緑斑岩が認めら
れる。ゼノリスの含有量の少ない
均質な岩相である。割れ目はディ
スキングが主体となる。また、変
質はほとんど認められない。

Ａ～

Ｂ

１

483.10mと484.10mで白色化が認め
られる。
ディスキングが2本認められる。

Ｃ

１～

２

上位より連続する灰黒色を帯びる
中～粗粒の花崗閃緑斑岩が認めら
れる。

ディスキングが5本認められる。

Ａ～

Ｂ

Ⅰ～

Ⅱ

494.44～495.63m間でディスキン
グが85本(9本は分離)認められる。

495.5mで断層(傾斜30°条線80°)
が3本認められ、正断層のセンス
をもつ。またカルサイトを伴う。

497.5～498.0m間で4本の断層(傾
斜40°程　条線80°)が認めら
れ、正断層のセンスをもつ。

497.95～499.95m間でディスキン
グが120本(46本は分離)認められ
る。

500.30～501.20m間でディスキン
グが90本(9本は分離)認められる。

501.62mと501.88mで2本の断層(傾
斜30～40°程　条線85°)が認め
られ、逆断層のセンスをもつ
501～503m間の割れ目にカルサイ
ト、セリサイト、クロライトを伴
う。
503.47～503.73mでディスキング
が16本(2本は分離)認められる。

504.49～504.53mでディスキング
が9本(3本は分離)認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広 現 場

代 理 人
明 石 孝 行 コ ア

鑑 定 者
田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行
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上位より連続する灰黒色を帯びた中
～粗粒の花崗閃緑斑岩が認められ
る。ゼノリスの含有量の少ない均質
な岩相である。上位同様に割れ目は
ディスキングが主体となる。また、
変質はほとんど認められない。

Ｃ

Ⅲ～

Ⅳ

Ａ～

Ｂ

Ⅰ～

Ⅱ

１

514.13～.24m間でディスキングが10
本認められる。

515～516m間でディスキングが33本
認められる。

上位より連続する灰黒色を帯びた中
～粗粒の花崗閃緑斑岩が認められ
る。上位同様、割れ目はディスキン
グが主体となる。また、白色化が部
分的に認められる。
516～517m間でディスキングが14本
(1本は分離)認められる。
518～519m間で断層帯が認められ
る。518.40mと518.52mで断層ガウジ
(各々傾斜60°40°，幅・条線は共
に0.2cm・80°)が認められ、逆断層
センスをもつ。

519.9～522.45m間でディスキングが
149本(31本は分離)認められる。

523～524m間でディスキングが15本
(2本は分離)認められる。

524～525m間でディスキングが42本
(4本は分離)認められる。

525.92mで断層(傾斜40°条線80°)
が認められ、逆断層センスをもつ。
また、セリサイト･カルサイトを伴
う。
526.70～527.00m間でディスキング
が40本(4本は分離)認められる。

527.70～528.55m間でディスキング
が59本(16本は分離)認められる。
528.00～.60m間で4本の断層(傾斜40
°程，条線85°)が認められ、セリ
サイト･カルサイトを伴う。
529.60mから下位(535.00m)でディス
キングが認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行
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上位より連続する灰黒～暗灰色を帯
びた中～粗粒の花崗閃緑斑岩が認め
られる。ゼノリスの含有量の少ない
均質な岩相である。上位同様に割れ
目はディスキングが主体となる。ま
た、変質として白色化や珪化が認め
られる。
530.18mと538.70mで2本の断層(傾斜
80°条線10°)が認められ、ステッ
プ状で左横ずれセンスをもつ。クウ
ォーツ･クロライト･パイライトを伴
う。
532.40～.85m間で珪化と白色化が認
められる。
上位(529.60m)から535.00mでディス
キングが388本(69本が分離)認めら
れる。
534.70～535.40m間で珪化と白色化
が認められる。
535m付近で3本の断層(傾斜50～70
°)が認められる。
535.85～537.82m間でディスキング
が125本(37本は分離)認められる。
536.0～537.0m間で白色化が認めら
れる。

538.25～539.0m間でディスキングが
15本(8本は分離)認められる。
538.40mで断層角礫(傾斜80°幅2cm)
が認められる。
538.20～545.20m間で白色化が認め
られ、一部粘土化も認められる。

540.18m、540.48m、541.25mで断層
ガウジ(傾斜80°幅1.0cm)が認めら
れ、一部条線(40°)の発達も認めら
れる。
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Ｄ
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Ⅳ

１～

２

上位より連続する暗灰色を帯びた中
～粗粒の花崗閃緑斑岩が認められ
る。535mから続く白色変質帯継続し
て認められる。

546.6～548.5m間で、白色化が認め
られる。また白色変質の中心部に常
にカルサイトが出現する。
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552.80から下位(556.74m)で火砕岩
の岩相が認められる。554.40～554.
60mにフランメ(flamme)と見られる
流理発達した岩片があり、周囲の粒
子をやや細粒・破片状になる。ま
た、ゼノリスも変質をうけている。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 明 石 孝 行

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者 明 石 孝 行
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上位(552.80m)から556.74mで破砕
花崗斑岩(火砕岩)が認められる。
また、ゼノリスも変質をうけてい
る。
555.00～555.36m間で花崗閃緑斑
岩のブロックが認められる。

破砕花
崗斑岩

暗

灰

Ｃ～

Ｄ

Ⅲ～

Ⅳ
ａ α １

上位で認められた暗灰色を帯びる
中～粗粒の花崗閃緑斑岩が認めら
れる。
556.92～557.38m間でディスキン
グが29本(13本は分離)認められる。
557.40m、557.50m、557.60mで3
本の断層(傾斜40°条線5～10°右
横ずれか？)が認められ、周囲は
珪化・白色化を伴う。
558.90～559.40m間で珪化・白色
化が認められる。
559.95～560.14m、560.50～560.
77m、560.98～561.20mでそれぞれ
ディスキングが認められる。
560.30～.40m間で珪化が認められ
る。
561.20～561.55m間で白色化・カ
ルサイトが認められる。

562.0～565.0m間で大径の溶融縁
をもつゼノリスが存在する。
562.9～564.6m間の割れ目に緑色
化が認められる。
563.70mで断層ガウジ(傾斜80°幅
0.2cm　条線15°)が認められ、右
横ずれセンスをもつ。

565.50m、565.64mで断層ガウジ
(傾斜70°幅0.1cm　条線不明瞭)
が認められ、粘土を伴う。

Ｂ～

Ｃ

568.70～.90m間で白色化が認めら
れる。

568.84mで右横ずれセンスをもつ
割れ目(条線24°)が認められ、カ
ルサイトが充填する。
569.50～570.20m間で珪化・白色
化が認められる。
上位より連続する暗灰色を帯びる
中～粗粒の花崗閃緑斑岩である
が、全体に変質･珪化が著しい。
また、571.5mより下位では基質が
緑色化する。
571.45～.63m、571.90～573.3m
で白色化が認められ、後者は珪化
を伴う。
571.5～576.9m間で基質の緑色化
が認められる。
572.3～573.1m間でディスキング
が52本(6本は分離)認められる。

574.23～574.60m間で中～細粒の
花崗閃緑斑岩する。
574.20～.45m、574.90～575.20
m、575.70～576.70mで白色化及び
粘土化が認められる。

578.0～578.9m、579.4から下位(5
80m以深)で白色化・粘土化が認め
られる。また後者の周辺で基質の
緑色化が認められる。

579.44～579.55m間で中～細粒の
花崗閃緑斑岩する。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 調査位置 三 重 県 北 牟 婁 郡 紀 北 町 海 山 区 小 山 浦 字 柳 ヶ 瀬 1 0 2 8 北 緯 3 4 ﾟ  6 '  4 3 "

東 経 1 3 6 ﾟ  1 0 '  5 1 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平 成  1 9 年  6 月  1 8 日  ～  2 0 年  6 月  3 0 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広 現 場

代 理 人
明 石 孝 行 コ ア

鑑 定 者
田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者

明 石 孝 行
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シート№ 2 3 / 2 3
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上位より連続する中～粗粒で斑状の
花崗閃緑斑岩が認められる。
580.0～583.0m間でディスキングが1
25本認められる。花

崗
閃
緑
斑
岩

灰
黒

Ｃ～

Ｄ

Ⅲ～

Ⅳ
ａ α

２～

３

暗灰色を帯び中～粗粒で等粒状花崗
閃緑岩が認められ、珪化と白色変質
(溶脱)が著しく黄白色を呈する。
基盤の頁岩をブロック状(傾斜40゜)
に取り込む。
583.2～585.0m間でディスキングが6
2本認められる。
583.90～584.05m、584.85mで頁岩の
パッチ状を呈した脈が認められる。
583.5～584.9m、585.85～587.3mは
カタクラサイトの可能性あり。
585.2～587.8m間でディスキングが9
3本認められる。
588.30mで頁岩のパッチ状を呈した
脈が認められる。
587.80～588.50m間でチルドマージ
ン・グラニットシートが認められ、
588.50～589.63m間でグラニットシ
ートが認められる。
589.63m～589.93m間で細粒の花崗閃
緑斑岩(チルドマージン)。

花
崗
閃
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暗
灰
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ａ α
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４

中～粗粒の花崗閃緑斑岩が認められ
る。
588.6～590.2m間でディスキングが3
8本認められる。
591.0～592.0m間でディスキングが6
2本認められる。

592m以深は軟質すぎてディスキング
せず。
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Ｄ

Ⅱ～

Ⅲ

593.5m以降はカタクラサイトの可能
性あり。組織が破壊されている。ま
た、高角割れ目を伴っており、条線
が発達した割れ目も認められる。

597.9～600.0m間はコアロスである
が、マサ状の可能性大。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（三重県紀北町地区）
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調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

明 石 孝 行
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鑑 定 者
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ボーリング
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中粒の花崗斑岩が認められる。ゼノ
リスやクウォーツ脈-アプライトを
多く含む。淡

黄
Ｃ Ⅲ ２

182.70mで閃緑岩(φ4cm)のゼノリス
が認められる。

184.90mで閃緑岩(φ6cm)のゼノリス
が認められる。
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Ｃ

Ⅱ～

Ⅲ
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２

186.27～.46m間、白色化が認められ
る。
186.40mの割れ目は逆断層センス(傾
斜60°条線70°)をもち、ゼオライ
ト･セリサイトを伴う。
186.55～.67m間、クウォーツ脈‐ア
プライトが認められる。
187.02～189.65m間、白色化が広く
認められる。
188.25mで断層(傾斜80°条線40°逆
断層センス)が認められる。
188.61～.72mと190.22～.30mでクウ
ォーツ脈-アプライトが認められる。
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ｂ

２

～

３

190.80～196.10m間、噴出相または
火山砕屑物の岩相をもち、白色-淡
黄色変質(特に粘土化)が認められ
る。また、ゼオライト･クロライト･
スメクタイト･カオリン等の鉱物が
認められる。特に191.00～195.77m
は断層(粘土化部)と断層角礫との互
層となっている。
粘土化部(192.30～.85m,193.50～19
4.60m)は膨潤性をもち、押出しあり。

195.75～196.74m間、断層(傾斜45～
80°条線5～20°)が5本認められ、
左横ずれセンスをもつ。
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196.72～197.20mは層状の凝灰岩、1
97.20～198.80mは火山砕屑物の岩相
をもち、196.26～198.55m間で緑色
変質(クロライト)が認められる。
197.00～197.20mで伸長なカタクラ
サイト(6cm)が認められる。
197.69～.84m間に断層(条線20°)が
3本認められる。
198.20mでカタクラサイト（傾斜80
°幅0.1cm 条線20°）が認められ、
右横ずれセンスをもつ。
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2.3 孔 3 JACIC 柱状図



ボーリング柱状図
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0.00～15.00mはノンコア掘削の為、
コアなし。
15.00～19.00m間、白色化と一部褐
色化を伴う風化花崗斑岩が認められ
る。

18.35mで段丘境界となる。
18.35～19.80m間、土壌(粘土化マ
サ)を挟む。地表に連続。
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し、一部は粘土化を伴う強風化花崗
斑岩が認められる。
18.60mの割れ目(節理あるいは断
層：傾斜63°)が粘土(幅10cm)を伴
って認められる。
19.50mで着岩する。

20.80～22.13m間、割れ目(5本)にリ
モナイトを伴う。

23.88mで古い(？)断層ガウジ(傾斜4
5°幅1cm)が認められる。
24.20～25.00m間、カタクラサイト
帯(傾斜60°5本)が認められる。

26.00～27.55m間、カタクラサイト
帯が認められる(砂状コア)。

28.05～28.70m間、カタクラサイト
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3. コア写真  

3.1 孔 1 コア写真  



KIHOKU-1　(30～110m)
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KIHOKU-1　(110～190m)
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KIHOKU-1　(190～270m)
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KIHOKU-1　(270～350m)
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KIHOKU-1　(350～430m)
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KIHOKU-1　(430～510m)
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KIHOKU-1　(510～580m)
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KIHOKU-1　(580-600.5m)
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3.2 孔 2 コア写真  



KIHOKU-2　(180-200.5m)
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3.3 孔 3 コア写真  
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